
様式第８号（第７-３-(1)関係）

出 資 法 人 の 概 要 調 書

名 称 一般財団法人 静岡県労働福祉事業協会

代 表 者 理事長 硎谷明正

所 在 地 静岡県 静岡市葵区黒金町５番地の１ 電話番号 054-221-6250

設 立 年 月 日 昭和 37年７月 28日

県 の 所 管 課 名 静岡県経済産業部産業人材課（労働政策班）電話番号 054-221-2817

設 立 目 的
県民、主として県内の勤労者及びその家族に対し総合的な福祉事業を行い、

もって県民福祉の増進に寄与することを目的とする。（定款 第３条）

主 要 事 業

① 中小企業従業員いこいの家の管理運営に関する事業

② 講演会、研修会等県民の文化教養に資する事業

③ 健康教室等県民の健康維持増進に資する事業

④ その他この法人の目的を達成するために必要と認められる事業

資本金又は基本金 2,198,783 千円（令和８年３月 31日現在）

出資又は出捐金

の 内 訳 ・ 割 合

静岡県出捐金 2,193,741 千円（99.8％）

その他 5,042 千円（0.2％）

役員の職・氏名 別紙のとおり

摘 要



別紙

役員名簿

(令和８年６月 23 日現在)

役職名 氏名 所属

理事長 硎谷 明正 社会福祉法人沼津市社会福祉協議会会長

専務理事 垣内 俊一 （一財）静岡県労働者福祉事業協会専務理事

理事 福田 和明 （一社）静岡県労働者福祉協議会専務理事

〃 窪田 賢一 静岡県商工会連合会専務理事

〃 今泉 竜 日本労働組合総連合会静岡県連合会 事務局長

監事 吉田 謙二 静岡県商工会連合会事務局長

〃 田島 攝規 公認会計士

評議員 中西 清文 （一社）静岡県労働者福祉協議会理事長

〃 佐塚 一弘 静岡県中小企業団体中央会常務理事

〃 小関 克也 静岡県経済産業部就業支援局長





















一般財団法人静岡県労働福祉事業協会

（設立 昭和 37年 7 月 28 日）

１ 令和８年度事業計画

県内勤労者の福祉の増進を図るため、宿泊・研修施設の運営等を行う。

(1) 宿泊・研修施設の運営

経営ノウハウを持つ支配人等を中心に、２か月に１回程度、経営戦略会議を開催し、経営分析、

課題の抽出及び対応策の検討を行うとともに、新たなキャンペーン等の企画・実施により営業活動

の強化を図る。

新たな顧客の誘致に当たっては、ホームページ等を活用した直予約の推進、各種団体との連携及

びオンライン予約の拡充に取り組む。

広報及び営業活動に当たっては、報道機関への情報提供、新聞広告、新聞折り込み等を時機や企

画内容に応じて実施するとともに、企業団体等への働きかけにより、宿泊及び会議研修の利用促進

を図る。

[施設の運営（見込）]

(2) 静岡県労政会館の管理運営

企業、労働団体等との連携・協働による効果的な事業展開を図るとともに、利用者の意見、要望に

応じた積極的な修繕を実施するなど、県と連携しながら安全で質の高いサービスを提供する。

積極的な広報等のほか、勤労者を対象とした研修や自主事業などを実施し、会館の利用促進や勤労

者福祉の向上を図る。

また、勤務体制や光熱水費の見直し等によって諸経費の節減に努め、効率的な経営を図る。

[労政会館の運営（見込）]

施 設

区 分

おおとり荘

(定員 129 人)

宿 泊 人 員 13,500 人

宿 泊 利 用 率 32.8 ％

会 議 研 修 人 員 1,100 人

休 憩 人 員 500 人

収 入 額 239,000 千円

施 設

区 分
沼津労政会館 静岡労政会館 浜松労政会館 計

ﾎ ｰ ﾙ ･ 会 議 室 利 用 件 数 3,418 件 4,760 件 2,332 件 10,510 件

利 用 率 56.9 ％ 47.6 ％ 46.6 ％ 50.0 ％

利 用 料 金 収 入 額 8,000 千円 30,708 千円 14,500 千円 53,208 千円
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２　令和８年度予算

自　令和8年4月01日（単位：千円）

至　令和9年3月31日（単位：千円）

当年度 前年度 増減

Ⅰ　

1

(1) 389,000 386,957 2,043

348,748 346,705 2,043

239,000 239,000 0

92,388 91,305 1,083

17,360 16,400 960

33,042 33,042 0

33,042 33,042 0

7,210 7,210 0

7,210 7,210 0

(2) 449,617 409,035 40,582

401,357 385,435 15,922

71,000 72,300 △ 1,300

29,000 28,220 780

4,025 4,103 △ 78

450 500 △ 50

10,000 1,000 9,000

14,250 14,300 △ 50

845 943 △ 98

1,300 1,148 152

45,639 45,639 0

6,150 5,120 1,030

6,070 6,599 △ 529

246 246 0

37,160 35,100 2,060

8,015 7,515 500

3,722 2,422 1,300

16,795 16,795 0

23,006 23,000 6

9,000 7,560 1,440

800 800 0

48,680 50,560 △ 1,880

16,324 15,685 639

48,880 45,880 3,000

48,260 23,600 24,660

400 400 0

9,200 9,200 0

650 650 0

15 15 0

115 115 0

900 1,300 △ 400

60 60 0

476 476 0

300 300 0

350 350 0

収　　支　　予　　算　　書

科　　　目

一 般 正 味 財 産 増 減 の 部

経 常 増 減 の 部

経 常 収 益

事 業 収 益

お お と り 荘 事 業 収 益

労 政 会 館 事 業 収 益

事 務 局 事 業 収 益

受 取 寄 付 金

受 取 寄 付 金 振 替 額

雑 収 益

受 取 利 息

経 常 費 用

事 業 費

給 料 手 当

臨 時 雇 賃 金

賞 与 引 当 金 繰 入 額

退 職 給 付 費 用

退 職 給 与 引 当 金

福 利 厚 生 費

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

減 価 償 却 費

消 耗 品 費

修 繕 費

印 刷 製 本 費

光 熱 水 料 費

賃 借 料

保 険 料

租 税 公 課

支 払 手 数 料

広 告 宣 伝 費

支 払 負 担 金

委 託 費

雑 費

材 料 費

管 理 費

役 員 報 酬

給 料 手 当

賞 与 引 当 金 繰 入 額

退 職 給 付 費 用

退 職 給 与 引 当 金

福 利 厚 生 費

会 議 費

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

減 価 償 却 費
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当年度 前年度 増減

100 100 0

100 100 0

6,000 6,000 0

14 14 0

1,500 1,500 0

200 200 0

450 450 0

27,000 1,940 25,060

430 430 0

△ 60,617 △ 22,078 △ 38,539

2

(1) 0 0 0

(2) 0 0 0

0 0 0

△ 60,617 △ 22,078 △ 38,539

899,619 921,697 △ 22,078

839,002 899,619 △ 60,617

Ⅱ

△ 33,042 △ 33,042 0

△ 33,042 △ 33,042 0

614,696 647,738 △ 33,042

581,654 614,696 △ 33,042

Ⅲ 1,420,656 1,514,315 △ 93,659

科　　　目

消 耗 品 費

印 刷 製 本 費

光 熱 水 料 費

賃 借 料

租 税 公 課

支 払 手 数 料

支 払 負 担 金

委 託 費

雑 費

当 期 経 常 増 減 額

経 常 外 増 減 の 部

経 常 外 収 益

経 常 外 費 用

当 期 経 常 外 増 減 額

当期一般正味財産増減 額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

指 定 正 味 財 産 増 減 の 部

一般正味財産への振替額

当期指定正味財産増減 額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

正 味 財 産 期 末 残 高
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３ 令和７年度事業報告

県内勤労者の福祉の増進を図るため、宿泊・研修施設の運営等を行った。

(1) 宿泊・研修施設の運営

協会幹部及びおおとり荘支配人、調理係長等による「経営改革会議」を年４回開催し、経営状況

の確認、課題の整理及び改善対応について協議するとともに、企画会議を定期的に開催し、ネット

予約の拡大及び直予約の促進に向けた具体的な対策を検討した。

新規利用者の獲得に当たっては、近隣の観光施設等と連携した宿泊プランの作成や、「湯巡り物語」

の継続実施により、宿泊客の利便性向上及び誘客に努めた。また、企業等の全館貸切会議研修の利

用の受注につなげるなど、団体利用の促進を図った。

サービスの充実に当たっては、食事会場の個室化、大宴会場及び中宴会場への椅子机の配置、一

部客室の食事会場としての活用などにより、利用環境の向上を図った。

広報・宣伝活動に当たっては、報道機関への情報提供や新聞広告等を時機に応じて実施した。

また、地域イベントへの協賛、地元ブランド食材の活用、児童養護施設の招待、つるし雛の展示

等を通じて、地域等との連携を図り、おおとり荘の認知度向上に努めた。

[施設の運営状況]

(2) 静岡県労政会館の管理運営

指定管理者として管理運営に当たり、感染症対策や施設点検を実施するとともに、県と連携しなが

ら安全で適切な施設運営に努めた。

また、利用者ニーズを踏まえた設備改善や利用環境の整備を進め、利便性及びサービスの向上を図

った。

利用者の獲得に当たっては、メディア及び情報通信技術等を活用して、労働関係団体や地域企業等

へ積極的な情報の発信を行った。

[労政会館の運営]

施 設

区 分

おおとり荘

(定員 129 人)

宿 泊 人 員 13,020 人

宿 泊 利 用 率 39.3 ％

会 議 研 修 人 員 1,450 人

休 憩 人 員 378 人

収 入 額 230,065 千円

施 設

区 分
沼津労政会館 静岡労政会館 浜松労政会館 計

ﾎ ｰ ﾙ ･ 会 議 室 利 用 件 数 2,714 件 4,542 件 2,387 件 9,643 件

利 用 率 45.8 ％ 46.0 ％ 47.9 ％ 46.4 ％

利 用 料 金 収 入 額 6,596 千円 28,238 千円 14,240 千円 49,074 千円

－151－



４　令和７年度決算

令和8年3月31日現在（単位：円）

金　　　額 金　　　額

61,618,030 56,686,601

43,699,748 33,322,529

15,301,640 26,761,747

267,696 825,170

2,348,946 767,651

4,967,961

1,088,556,149 23,364,072

3,000,000 6,920,162

3,000,000 503,910

486,050,801 15,940,000

479,130,603

36 1,093,487,578

6,920,162 482,130,639

599,505,348 482,130,639

69,508,615 482,130,639

36,437,608 3,000,000

1,418,378 479,130,639

1,058,016

40,809,053 611,356,939

1,641,267 1,713,951,953

595,961 1,711,609,961

100,000 2,341,992

447,936,450 △ 1,102,595,014

△ 1,102,595,014

611,356,939

0

6,920,162

1,150,174,179 1,150,174,179

（注）その他固定資産の減価償却累計額は、以下のとおりである。

　　　建物 1,074,845,407円　機械設備 763,710,186円　構築物 26,193,722円
　　　車両・運搬具 11,547,798円　什器備品 63,658,310円　ソフトウェア 5,029,943円　合計　1,944,985,366円

貸　　借　　対　　照　　表

資　　　産　　　の　　　部 負債及び正味財産の部

科　　　　　目 科　　　　　目

流 動 資 産 負 債

現 金 ・ 預 金 流 動 負 債

未 収 金 未 払 金

前 払 金 前 受 金

棚 卸 商 品 預 り 金

賞 与 引 当 金

固 定 資 産 固 定 負 債

基 本 財 産 退 職 給 付 引 当 金

定 期 預 金 長 期 未 払 金

特 定 資 産 長 期 借 払 金

建 物

機 械 設 備 正 味 財 産

退 職 給 付 引 当 資 産 指 定 正 味 財 産

そ の 他 固 定 資 産 静 岡 県 出 捐 金

建 物 指 定 正 味 財 産 合 計

機 械 設 備 （うち基本財産への充当額）

構 築 物 （うち特定資産への充当額）

車 両 ・ 運 搬 具

什 器 備 品 一 般 正 味 財 産

ソ フ ト ウ ェ ア 基 本 金

電 話 加 入 権 静 岡 県 出 捐 金

敷 金 寄 付 金

有 価 証 券 欠 損 金

当 期 欠 損 金

一 般 正 味 財 産 合 計

（うち基本財産への充当額）

（うち特定資産への充当額）

合　　　　　計 合　　　　　計
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自　令和7年4月01日（単位：円）

至　令和8年3月31日（単位：円）

当年度 前年度 増減

Ⅰ　

1

(1) 373,826,500 364,285,538 9,540,962

333,501,001 324,072,630 9,428,371

230,023,001 233,426,850 △ 3,403,849

87,349,597 79,863,057 7,486,540

16,128,403 10,782,723 5,345,680

40,325,499 40,212,908 112,591

7,283,848 7,171,257 112,591

33,041,651 33,041,651 0

(2) 413,617,181 399,990,216 13,626,965

391,317,847 377,898,074 13,419,773

64,421,106 66,776,939 △ 2,355,833

29,040,161 27,930,416 1,109,745

4,280,269 4,127,539 152,730

3,397,470 1,655,886 1,741,584

11,982,468 12,531,728 △ 549,260

6,080 11,940 △ 5,860

559,612 523,700 35,912

1,301,314 1,270,534 30,780

45,607,533 45,536,197 71,336

7,861,685 8,007,747 △ 146,062

4,383,789 6,506,445 △ 2,122,656

293,890 288,157 5,733

35,899,589 35,957,055 △ 57,466

8,100,128 7,871,437 228,691

3,180,082 2,575,694 604,388

18,564,720 18,280,995 283,725

26,588,558 23,990,865 2,597,693

8,502,437 8,013,878 488,559

829,340 835,500 △ 6,160

50,662,603 52,817,951 △ 2,155,348

16,310,486 8,240,262 8,070,224

49,544,527 44,147,209 5,397,318

22,299,334 22,092,142 207,192

255,000 325,600 △ 70,600

8,849,159 8,735,975 113,184

81,400 0 81,400

687,692 645,706 41,986

848,402 1,076,283 △ 227,881

15,575 10,399 5,176

184,700 176,160 8,540

191,532 170,148 21,384

371,454 352,675 18,779

91,435 59,796 31,639

11,000 0 11,000

正 味 財 産 増 減 計 算 書

科　　　目

一 般 正 味 財 産 増 減 の 部

経 常 増 減 の 部

経 常 収 益

事 業 収 益

お お と り 荘 事 業 収 益

労 政 会 館 事 業 収 益

事 務 局 事 業 収 益

雑 収 益

受 取 利 息

受 取 金 振 替 額

経 常 費 用

事 業 費

給 料 手 当

臨 時 雇 賃 金

賞 与 引 当 金 繰 入 額

退 職 給 付 費 用

福 利 厚 生 費

会 議 費

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

減 価 償 却 費

消 耗 品 費

修 繕 費

印 刷 製 本 費

光 熱 水 料 費

賃 借 料

保 険 料

租 税 公 課

支 払 手 数 料

広 告 宣 伝 費

支 払 負 担 金

委 託 費

雑 費

材 料 費

管 理 費

役 員 報 酬

給 料 手 当

退 職 給 付 費 用

賞 与 引 当 金 繰 入 額

福 利 厚 生 費

会 議 費

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

減 価 償 却 費

消 耗 品 費

修 繕 費
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当年度 前年度 増減

91,420 95,905 △ 4,485

5,490,580 6,053,480 △ 562,900

12,276 12,276 0

1,151,162 1,131,508 19,654

141,620 155,860 △ 14,240

485,772 458,073 27,699

3,017,630 2,246,965 770,665

321,525 385,333 △ 63,808

△ 39,790,681 △ 35,704,678 △ 4,086,003

△ 37,534,050 △ 36,864,600 △ 669,450

△ 37,534,050 △ 36,864,600 △ 669,450

△ 77,324,731 △ 72,569,278 △ 4,755,453

2

(1) 0 0 0

(2) 76,855 0 76,855

76,855 0 76,855

76,855 0 76,855

△ 76,855 0 △ 76,855

△ 77,401,586 △ 72,569,278 △ 4,832,308

688,758,525 761,327,803 △ 72,569,278

611,356,939 688,758,525 △ 77,401,586

Ⅱ

△ 33,041,651 △ 33,041,651 0

△ 33,041,651 △ 33,041,651 0

515,172,290 548,213,941 △ 33,041,651

482,130,639 515,172,290 △ 33,041,651

Ⅲ 1,093,487,578 1,203,930,815 △ 110,443,237

科　　　目

印 刷 製 本 費

光 熱 水 料 費

賃 借 料

租 税 公 課

支 払 手 数 料

支 払 負 担 金

委 託 費

雑 費

評価損益等調整前当期経常増減額

評 価 損 益 等

投資有価証券評価損益等

当 期 経 常 増 減 額

経 常 外 増 減 の 部

経 常 外 収 益

経 常 外 費 用

固 定 資 産 除 却 損

什 器 備 品 除 却 損

当 期 経 常 外 増 減 額

当期一般正味財産増減 額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

指 定 正 味 財 産 増 減 の 部

一般正味財産への振替額

当期指定正味財産増減 額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

正 味 財 産 期 末 残 高
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５　財産目録

令和8年3月31日現在（単位：円）

金　　　額

61,618,030

43,699,748

3,298,351 現金・小口現金

40,401,397 静岡銀行ほか

15,301,640 宿泊料、飲食料ほか

267,696

2,348,946

1,088,556,149

3,000,000

3,000,000 静岡銀行

486,050,801

479,130,603 おおとり荘鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 ７階建　　　　4,014㎡

鉄骨造 ２階建　　　　　　94㎡

36 上記施設付属設備

6,920,162 定期預金

599,505,348

69,508,615 おおとり荘

36,437,608 上記施設付属設備

1,418,378 造園ほか

1,058,016 マイクロバス１台、乗用車３台

40,809,053 厨房器具、家具類ほか

1,641,267

595,961 電話架設

100,000

447,936,450 国債 31,919,550

政府保証債 95,120,000

東京電力社債 81,920,000

東京電力パワーグリッド社債 238,976,900

1,150,174,179

33,322,529

26,761,747 材料費ほか

825,170

767,651 入湯税ほか

4,967,961

23,364,072

6,920,162

503,910

15,940,000

56,686,601

1,093,487,578

科　　　　　目 摘　　　　　　　　　　要

（資産の部）

流 動 資 産

現 金 ・ 預 金

現 金

普 通 預 金

未 収 金

前 払 金

棚 卸 商 品

固 定 資 産

基 本 財 産

定 期 預 金

特 定 資 産

建 物

機 械 設 備

退 職 給 付 引 当 資 産

そ の 他 固 定 資 産

建 物

機 械 設 備

構 築 物

車 両 ・ 運 搬 具

什 器 備 品

ソ フ ト ウ ェ ア

電 話 加 入 権

敷 金

有 価 証 券

資　　産　　の　　部　　計

（負債の部）

流 動 負 債

未 払 金

前 受 金

預 り 金

賞 与 引 当 金

固 定 負 債

退 職 給 付 引 当 金

長 期 未 払 金

長 期 借 払 金

負　　債　　の　　部　　計

正　　　味　　　財　　　産
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